
 

令
和
三
年
度 

入
学
式
式
辞 

百
花
繚
乱
と
な
り
、
燕
が
舞
い
、
中
庭
の
樹
々
に
新
た
な

芽
が
伸
び
よ
う
と
す
る
春
爛
漫
の
今
日
の
佳
き
日
に
、 

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
こ
に 

 

大
阪
府
立
牧
野
高
等
学
校
、
令
和
三
年
度
入
学
式
を
挙
行

で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
慶
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

只
今
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
、
二
百
八
十
名
の
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
。
牧
野
高
校
を
代
表
し
て
、

皆
さ
ん
の
入
学
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様

に
は
、
牧
野
高
校
の
新
た
な
制
服
姿
に
な
ら
れ
た
お
子
様

を
ご
覧
に
な
り
、
感
慨
も
一
入
の
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。 

 

お
子
様
の
牧
野
高
校
へ
の
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
先
般
の
選
抜
入
学
試
験
を

見
事
に
突
破
し
、
今
日
か
ら
牧
野
高
校
の
第
四
十
六
期
生

と
し
て
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

 



 

牧
野
高
校
は
、
勉
学
も
、
部
活
動
や
生
徒
会
行
事
、
学
校 

行
事
も
、
生
徒
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
学
校
で
す
。 

し
っ
か
り
勉
学
に
励
み
、
希
望
の
進
路
を
実
現
さ
せ
る
、

部
活
動
や
生
徒
会
活
動
を
頑
張
っ
て
、
心
や
体
、
感
性
を

鍛
え
る
、
或
い
は
、
新
し
い
出
会
い
を
通
じ
て
生
涯
の
友 

牧
野 

を
作
る
、
こ
う
し
た
高
校
生
活
が
楽
し
め
る
学
校
で
す
。 

本
校
で
培
う
精
神
は
、「
自
尊
」「
自
浄
」「
自
助
」
で
す
。

「
自
尊
」
は
、
自
ら
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て 

大
切
に
思
い
自
ら
の
命
を
活
か
す
よ
う
に
生
き
る
こ
と
、

「
自
浄
」
は
、
自
ら
を
正
し
く
清
ら
か
に
存
在
と
し
て
、 

志
や
使
命
感
を
持
っ
て
清
く
生
き
る
こ
と
、「
自
助
」
は
、

自
ら
を
支
え
、
助
け
、
失
敗
に
挫
け
ず
何
度
で
も
自
ら
の

力
で
立
ち
上
が
っ
て
生
き
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
分
か
る

よ
う
に
、
牧
野
高
校
で
高
校
生
活
の
大
事
な
鍵
に
な
る
の

は
、
自
主
性
＝A

u
to

n
o
m

y

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
学
校
は
失
敗
か
ら
学
ぶ
場
所
で
す
。
そ
う
思
い

定
め
て
今
日
か
ら
高
い
ス
ト
レ
ッ
チ
目
標
に
向
か
っ
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
表
題
の
よ
う
に
、 

「
青
天
を
衝
く
」
勢
い
で
「T

h
e
 sk

y
 is

 th
e
 lim

it.

」
で 

果
敢
に
自
分
自
身
に
挑
戦
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

  



 

牧
野
高
校
で
は
、
一
昨
年
か
ら
登
下
校
や
授
業
中
な
ど
の

校
内
生
活
で
の
服
装
が
制
服
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
生
徒
の
管
理
を
意
図
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
発
す
る
自
然
災
害
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
皆
さ
ん
を

守
る
安
全
面
の
利
点
を
最
優
先
し
た
も
の
で
す
。 

制
服
を
着
て
い
れ
ば
直
ち
に
牧
野
高
校
の
生
徒
と
認
識

さ
れ
る
の
で
、
先
生
方
や
地
域
の
見
守
り
の
大
人
が
、 

未
成
年
の
皆
さ
ん
を
優
先
的
に
護
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
来
年
四
月
一
日
に
改
正
民
法
が
施
行

し

こ

う

さ
れ
、 

皆
さ
ん
は
十
八
歳
に
な
っ
た
時
点
で
成
人
に
な
り
ま
す
。 

成
人
と
し
て
、
自
ら
の
意
志
と
判
断
で
法
律
上
の
契
約
を 

し
、
自
由
に
自
分
の
人
生
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
で
自
由
は
責
任
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
表
裏
一
体

で
す
。
自
由
の
た
め
に
は
、
孤
独
に
な
っ
て
自
分
で
物
事

を
決
め
、
そ
の
こ
と
で
生
じ
る
一
切
の
責
任
は
自
分
が 

 

取
る
覚
悟
が
要
り
ま
す
。
責
任
を
取
ら
な
い
よ
う
な
、 

そ
ん
な
勝
手
な
自
由
な
ど
は
な
い
。
で
は
ど
う
す
る
か
。 

高
校
で
の
教
育
は
、
子
供
か
ら
一
人
前
の
大
人
と
な
り
、

責
任
あ
る
自
由
な
判
断
を
し
て
生
き
て
行
く
の
に
必
要

な
こ
と
を
学
ぶ
最
後
の
教
育
の
機
会
に
な
る
も
の
で
す
。 

。 

 



 

ま
た
、
現
代
は
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
様
々
な
情
報
が

流
れ
ま
す
が
、
何
が
本
当
で
何
が
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
か

を
見
分
け
る
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
科
学

的
に
正
し
い
も
の
と
、
悪
意
を
持
っ
て
出
さ
れ
る
危
険
な

情
報
を
見
極
め
る
基
礎
知
識
や
、
論
理
的
に
考
え
る
基
本 

 

技
能
を
、
高
校
時
代
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
英
語
の
読
む
・
聞
く
・
話
す
・
書
く
の
四

技
能
や
、
国
語
の
読
書
、
読
解
力
、
数
学
や
理
科
の
科
学

的
思
考
、
社
会
科
の
知
恵
、
家
庭
科
、
情
報
科
で
の
基
本

的
技
術
、
保
健
体
育
科
や
芸
術
科
の
感
性
は
大
事
で
す
。 

 

牧
野
高
校
第
四
十
六
期
生
の
新
入
生
が
、
将
に
百
花
繚
乱

の
如
く
、
二
百
八
十
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
勉
学
に
加
え
て
、

部
活
や
学
校
行
事
に
も
、
真
剣
に
取
り
組
み
、
成
長
し
て

充
実
し
た
三
年
間
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
お
話
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
な
お
子

様
を
本
日
よ
り
本
校
の
生
徒
と
し
て
お
預
か
り
し
ま
す
。

今
の
時
代
は
、
学
歴
な
ど
で
安
楽
な
人
生
が
保
障
さ
れ
る

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
物
の
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
こ
そ
が
二
十
一
世
紀
を
生
き
抜
く
鍵
に
な
り
ま
す
。 



 
 

本
校
で
学
ん
だ
生
徒
が
、
十
年
後
、
二
十
年
後
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
よ
う
、
三
年
間
で
大
い
な
る
成
長
を
目
指
し

て
、
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
指
導
に
あ
た
る
所
存
で
す
。 

一
方
で
家
庭
で
の
学
習
は
、
学
校
で
の
授
業
と
と
も
に
、

高
校
生
に
と
っ
て
学
力
を
つ
け
る
大
事
な
両
輪
で
す
。 

○ 毎
日
二
時
間
の
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
と
、
規
則
的
な
良

い
習
慣
の
定
着
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
く
存

じ
ま
す
。
ま
た
、
高
校
三
年
間
の
成
長
過
程
で
は
中
学
校

ま
で
と
は
違
う
事
柄
が
様
々
に
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
お
子
様
同
士
が
お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、 

○ 切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
、
寛
容
な
精
神
で
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
同
士

が
、
同
じ
牧
高
の
仲
間
と
し
て
、
お
互
い
に
お
付
き
合
い

を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
よ
り
良
い
学
校
教
育
に
は

家
庭
と
学
校
と
の
連
携
と
、
相
互
理
解
は
不
可
欠
で
す
。 

○ 本
校
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
是
を
以
て
式
辞
と
し
ま
す
。

本
日
は
、
ご
入
学
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
三
年
四
月
八
日 

大
阪
府
立
牧
野
高
等
学
校 

校
長 

日 

笠 
 

賢 

 


